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　医療の基本は「愛」だと思う。医師は患者に，「思
いやり，やさしさ，いたわり」を持ち，患者は医師の
献身的な医療行為に「敬い，信頼，感謝」の念を抱く。
その患者の笑顔をみて，医師は医療に携わる誇りと喜
びと責任を感じる。この循環こそが，これまでの医療
を支えてきた力である。
　今，医療に「愛」が失われかけているように思う。
　医学部受験生は面接試験で，「自分の生活を二の次に
してでも患者さんのためにつくしたい」と目を輝かせ
て話すが，6 年後，その志が消え失せている者がいる。
3K と言われる産科，救急医療，外科などに身を投じ
る若い医師が激減し，医学研究に没頭する医師が減っ
ているのは残念なことである。
　10 年前，いや少なくとも四半世紀前までは，これら 
3K の診療科は不人気ではなかった。このわずか 10～
20 年の間に，わが国は大きな変化をきたしている。そ
れは医療だけの問題ではなく，政治や社会的価値感の
変化によるところでもある。
　最近の政治の施策は，医療・福祉を道路建設と同列
に扱い，時にはロビイストが少ないことをよいことに，
医療を軽くみるようになってきた。その考え方は，患
者をして医療・福祉は政府から与えられるものであ
り，医師は税金で雇われた医療の担い手である，との
権利意識につながっている。医療過誤の中身を深く吟
味もせず一様に非難する社会。医師へのお礼の一言も
なく診察室をあとにする患者。この傾向は若年層に多
いように思う。
　医療をビジネスだとでも考えているのは患者だけは
ない。医療経営を優先する医師。高い偏差値で入学し

たことに驕りを持つ医学生。残念なことだが医療界も
反省すべきである。
　医療に愛情がなくなってきたのはなぜだろうか？　
私は，家族の絆が薄れた社会構造になったことが一因
だと思う。戦後，核家族化し，父親の権威がなくなり，
家庭内での会話が少なくなってきた。生まれて初めて
愛情が芽生えるのは家族への愛である。家族愛なくし
て他人である患者への愛情など持ち得ない。愛校心，
地域愛，祖国愛（nationalism ではなく patriotism）が
薄れてしまった日本に，医療に愛を求めることは容易
なことではない。
　近年日本では，アメリカ崇拝あるいはグローバル化
を推進するばかりに，その影として，わが国の良き伝
統と文化が失われかけているのが心配だ。日本の長い
歴史の中で，外国文化を取り入れ，大きく変化をし，
飛躍をとげた時代は多い。仏教大陸文化や明治維新な
どである。新しい文化を古き文化に融合させ，社会が
急速に進展したからこそ，新しい外国文化が根付いた
のである。
　今，医療が抱える問題の中には医療だけで解決でき
ないものが多い。戦後よき民主主義が芽生えたが，時
間とともに履き違えた民主主義がはびこり，日本の伝
統と文化を壊している。その影響が医療にも見られる。
私たちは，政治のリーダーシップの欠如を憂えるだけ
でなく，私たち一人一人がわが国を守るのだとの意識
を強く持ち，国際社会に貢献しなければならないと思
う。
 （郡　健二郎）
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